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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期

第３四半期連結
累計期間

第29期
第３四半期連結
会計期間

第28期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年

12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年

12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 63,476,850 22,272,720 79,801,180

経常利益（千円） 1,255,001 766,194 2,568,834

四半期（当期）純利益（千円） 230,077 123,039 399,928

純資産額（千円） － 10,526,364 12,431,027

総資産額（千円） － 56,589,605 46,445,241

１株当たり純資産額（円） － 1,438.62 1,601.37

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
31.04 16.82 50.66

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － 50.66

自己資本比率（％） － 18.60 26.76

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
397,483 － 2,943,119

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△7,395,846 － △5,803,323

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
9,087,190 － 5,010,894

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 7,834,736 5,745,908

従業員数（人） － 1,690 1,523

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には消費税等は含まれておりません。

３.第29期第３四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在

株式が存在していないため、記載しておりません。

EDINET提出書類

日本調剤株式会社(E05422)

四半期報告書

 2/26



２【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,690 (266)

　（注）１　従業員数は、就業人員数であります。

２　従業員数の外書きは、臨時雇員（準社員、契約社員、嘱託社員、パートタイマー、アルバイト）に関する８時間

換算に基づく当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員数であります。

(2）提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,433 (253)

　（注）１　従業員数は、就業人員数であります。

２　従業員数の外書きは、臨時雇員（準社員、契約社員、嘱託社員、パートタイマー、アルバイト）に関する８時間

換算に基づく当第３四半期会計期間の平均雇用人員数であります。
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第２【事業の状況】

１【仕入実績及び販売実績】

(1）仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

区分 金額（千円）

調剤薬局事業

調剤薬品 14,053,924

一般薬等 251,649

小計 14,305,573

医薬品製造販売事業 757,767

労働者派遣紹介事業 －

その他事業 －

合計 15,063,341

　（注）１　金額に消費税等は含まれておりません。

 　　　 ２　セグメント間取引は相殺消去しております。

３　一般薬等とは、一般大衆薬、衛生用品、健康食品、雑貨等であります。

４　労働者派遣紹介事業について仕入はありません。

５　その他事業について仕入はありません。

(2）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、以下のとおりであります。

区分 金額（千円） 構成比（％）

調剤薬局事業

調剤売上 21,034,202 94.4

一般薬等売上 344,199 1.6

小計 21,378,402 96.0

医薬品製造販売事業 352,153 1.6

労働者派遣紹介事業 527,019 2.3

その他事業 15,144 0.1

合計 22,272,720 100.0

　（注）１　金額に消費税等は含まれておりません。

２　セグメント間取引は相殺消去しております。
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３　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は以下のとおりであります。

区分
相手先 当第３四半期連結会計期間

販売先 請求先 金額（千円) 割合（％）

調剤薬局事業

調剤売上
患者

国民健康保険団体

連合会
11,387,194 51.1

社会保険診療報酬

支払基金
5,913,305 26.6

その他 93,835 0.4

患者負担 3,639,867 16.3

小計 21,034,202 94.4

一般薬等売上 患者他 344,199 1.6

小計 21,378,402 96.0

医薬品製造販売事業 各医療機関 352,153 1.6

労働者派遣紹介事業 派遣紹介先企業 527,019 2.3

その他事業 医療関連企業 15,144 0.1

合計 22,272,720 100.0

　

　当第３四半期連結会計期間の調剤薬局事業の処方せん枚数は以下のとおりであります。

地域
当第３四半期連結会計期間

処方せん枚数（千枚） 構成割合（％）　

北海道 245 12.5

東北 244 12.4

関東甲信越 892 45.4

東海 136 6.9

関西・北陸 227 11.6

中国 101 5.2

四国 42 2.1

九州 76 3.9

合計 1,966 100.0
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２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

　

　

　

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

　

(1）業績の状況

　　当第３四半期会計期間(平成20年10月1日～12月31日)における我が国の経済は、昨年の米国・サブプライムローン問

題に端を発した世界金融危機の影響により、国内景気の減速傾向が顕著になってまいりました。

  医薬品・調剤業界におきましては、医療費抑制を織り込んだ昨年4月施行の薬価改定、調剤報酬改定の影響を受け

て、さらに厳しい経営環境へと突入しております。当社グループでは医療費の個人負担軽減に効果があるジェネ

リック医薬品（後発医薬品）の普及・促進を図るため、昨年4月からの処方せん様式の変更に迅速に対応し、当社の

顧客である多くの患者さまに同医薬品のメリットを享受していただくよう、グループをあげて取り組んでまいりま

した。

　このような状況下、当社グループの当第３四半期連結会計期間の連結業績は、売上高22,272百万円となりました。利

益面においては、本年４月の薬価改定、調剤報酬改定の影響を受けて、営業利益863百万円、経常利益766百万円、四半

期純利益123百万円となりました。

 

　　　　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①調剤薬局事業

　当第３四半期会計期間における当社グループ調剤薬局の出店状況といたしましては、東京都１店、神奈川県１店、

愛知県１店の計３店舗が新規開局いたしました。グループ総出店数は日本調剤248店舗、調剤子会社12店舗の計260

店舗となりました。

　当第３四半期連結会計期間の業績は、既存店売上に加えて、前連結会計年度開局店舗のフル寄与及び当期新規開局

店舗の売上寄与等により、売上高21,378百万円となりましたが、薬価改定、調剤報酬改定のマイナス影響を受けて、営

業利益は1,539百万円となりました。

 

②医薬品製造販売事業

　昨年4月の処方せん様式の変更により、患者さまがジェネリック医薬品をより容易に選択できるようになったた

め、当事業の市場規模は拡大しました。しかしながらジェネリック医薬品の普及・浸透は昨年後半には停滞状況と

なっております。その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は1,109百万円、営業損失204百万円となりました。

 

③労働者派遣紹介事業

　同事業においては、インターネットを活用した効率的な事業展開と、全国８支店体制による薬剤師の確保及びエリ

アごとのきめ細やかな営業体制を強化しております。当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高578百万円、営業

利益102百万円と好調に推移しております。

 

④その他事業

　製薬メーカーMR（医薬品情報担当者）向け教育研修、CSO（医薬品販売業務受託）事業については、当第３四半

期連結会計期間において売上高は16百万円、営業損失0百万円を計上いたしました。
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　　(2）キャッシュ・フローの状況

　　当第３四半期連結会計期間の現金及び現金同等物は第２四半期連結会計期間末に比べ2,176百万円増加し、7,834百

万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動におけるキャッシュ・フローは672百万円の収入となりました。主な要因は仕入債務の増加額1,526百万円

並びに税金等調整前四半期純利益772百万円等の収入及び法人税等の支払額918百万円並びに売上債権の増加額781

百万円等の支出によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは3,473百万円の支出となりました。主な要因は医薬品製造販売事業の工場設

備及び調剤薬局事業の新規出店展開への投資による有形固定資産の取得による支出3,188百万円であります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動におけるキャッシュ・フローは4,976百万円の収入となりました。主な要因は長期借入による収入4,240百

万円並びに短期借入金の純増加額1,000百万円によるものであります。 

 

　　(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　　(4）研究開発活動

　　　　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、440,498千円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、日本ジェネリック株式会社は、ジェネリック医薬品の製造拠点として、つく

ば工場と同じ工業団地内にある土地・建物を取得いたしました。その設備の状況は次のとおりであります。

　 （単位：千円）

事業の種類別
セグメント名

会社名または事
業所名

所在地 設備の内容 

帳簿価額

取得年月
建物及び構築物

土地
（面積㎡）

合計

医薬品製造販売

事業

日本ジェネリッ

ク株式会社

つくば第二工場

茨城県

つくば市

工場用土地

建物

180,158

 

895,819

（34,490.64）

1,075,978

 
平成20年10月

　

(2）設備の新設、除却等の計画

  当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であったつくば第二工場の土地・

建物の取得内容は、(1)の記載のとおりです。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,096,000

計 22,096,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 8,012,000 8,012,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は10

株であります。

（注）

計 8,012,000 8,012,000 ― ―

　（注）　完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

（２）【新株予約権等の状況】

   該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成20年10月１日～
　平成20年12月31日 －　 8,012,000 －　 3,953,025 －　 4,754,265
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（５）【大株主の状況】

　 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

  普通株式 　 694,990
－ 単元株式数10株

完全議決権株式（その他） 普通株式　7,316,810 731,681 同上

単元未満株式 普通株式        200 －
一単元（10株）未満の

株式

発行済株式総数 8,012,000 － －

総株主の議決権 － 731,681 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が60株含まれております。また、「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数6個が含まれております。

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

日本調剤株式会社

東京都千代田区丸の

内一丁目９番１号
694,990 － 694,990 8.67

計 － 694,990 － 694,990 8.67

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,599 3,850 3,920 3,210 2,540 2,165 1,570 1,565 1,263

最低（円） 1,300 1,815 2,960 2,500 1,771 1,325 970 1,030 1,062

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

  なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,834,736 5,745,908

売掛金 ※2
 9,312,070

※2
 8,368,362

商品及び製品 5,824,937 4,006,105

その他 1,530,844 1,379,259

貸倒引当金 △11,369 △9,485

流動資産合計 24,491,219 19,490,151

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,087,635 5,867,525

土地 9,437,897 7,805,078

その他 5,407,833 1,815,612

有形固定資産合計 ※1
 20,933,366

※1
 15,488,216

無形固定資産

のれん 2,337,335 2,333,875

その他 1,091,027 920,654

無形固定資産合計 3,428,363 3,254,530

投資その他の資産

投資有価証券 598,753 1,169,850

敷金及び保証金 5,973,683 5,769,673

その他 1,170,759 1,279,358

貸倒引当金 △6,540 △6,540

投資その他の資産合計 7,736,656 8,212,342

固定資産合計 32,098,386 26,955,090

資産合計 56,589,605 46,445,241
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 15,762,963 13,416,165

短期借入金 ※3
 3,000,000 －

1年内償還予定の社債 1,500,000 160,000

1年内返済予定の長期借入金 2,490,039 3,732,518

未払法人税等 55,923 1,282,167

賞与引当金 468,373 836,998

役員賞与引当金 － 52,500

売上割戻引当金 168,293 91,553

その他 1,422,361 1,048,303

流動負債合計 24,867,955 20,620,207

固定負債

社債 7,000,000 8,500,000

長期借入金 ※3
 13,654,996

※3
 4,364,000

退職給付引当金 163,117 170,491

役員退職慰労引当金 372,372 355,450

その他 4,798 4,064

固定負債合計 21,195,284 13,394,006

負債合計 46,063,240 34,014,213

純資産の部

株主資本

資本金 3,953,025 3,953,025

資本剰余金 4,754,265 4,754,265

利益剰余金 3,919,396 3,990,914

自己株式 △2,040,161 △540,429

株主資本合計 10,586,525 12,157,775

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △60,160 273,252

評価・換算差額等合計 △60,160 273,252

純資産合計 10,526,364 12,431,027

負債純資産合計 56,589,605 46,445,241

EDINET提出書類

日本調剤株式会社(E05422)

四半期報告書

14/26



（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 63,476,850

売上原価 53,221,206

売上総利益 10,255,643

販売費及び一般管理費 ※1
 8,704,824

営業利益 1,550,819

営業外収益

受取賃貸料 77,574

その他 60,540

営業外収益合計 138,114

営業外費用

支払利息 248,194

支払手数料 107,504

その他 78,233

営業外費用合計 433,932

経常利益 1,255,001

特別利益

保険差益 18,623

移転補償金 44,340

特別利益合計 62,964

特別損失

固定資産売却損 496

固定資産除却損 3,798

賃貸借契約解約損 1,172

投資有価証券評価損 9,000

減損損失 36,477

特別損失合計 50,944

税金等調整前四半期純利益 1,267,020

法人税等 1,036,943

四半期純利益 230,077
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 22,272,720

売上原価 18,510,779

売上総利益 3,761,940

販売費及び一般管理費 ※1
 2,898,360

営業利益 863,579

営業外収益

受取賃貸料 26,390

その他 18,928

営業外収益合計 45,318

営業外費用

支払利息 99,169

支払手数料 15,729

その他 27,805

営業外費用合計 142,703

経常利益 766,194

特別利益

移転補償金 44,340

特別利益合計 44,340

特別損失

固定資産除却損 1,419

賃貸借契約解約損 155

減損損失 36,477

特別損失合計 38,052

税金等調整前四半期純利益 772,482

法人税等 649,442

四半期純利益 123,039
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,267,020

減価償却費 977,966

減損損失 36,477

受取利息及び受取配当金 △12,181

支払利息 248,194

有形固定資産売却損益（△は益） 496

投資有価証券評価損益（△は益） 9,000

賃貸借契約解約損 1,172

固定資産除却損 3,798

売上債権の増減額（△は増加） △943,707

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,794,207

仕入債務の増減額（△は減少） 2,346,798

その他 491,745

小計 2,632,574

利息及び配当金の受取額 12,181

利息の支払額 △194,489

法人税等の支払額 △2,052,782

営業活動によるキャッシュ・フロー 397,483

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △6,493,638

有形固定資産の売却による収入 7,645

無形固定資産の取得による支出 △344,623

営業譲受による支出 △174,636

長期前払費用の取得による支出 △112,089

敷金及び保証金の差入による支出 △412,018

敷金及び保証金の回収による収入 148,112

その他 △14,597

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,395,846

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,000,000

長期借入れによる収入 10,650,000

長期借入金の返済による支出 △2,601,482

社債の償還による支出 △160,000

自己株式の取得による支出 △1,499,731

配当金の支払額 △301,595

財務活動によるキャッシュ・フロー 9,087,190

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,088,827

現金及び現金同等物の期首残高 5,745,908

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 7,834,736
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変

更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、総平均法による原価法に

よっておりましたが、第１四半期連結会計

期間より「棚卸資産の評価に関する会計

基準」(企業会計基準第９号 平成18年７

月５日)が適用されたことに伴い、総平均

法による原価法(貸借対照表価額について

は収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法)により算定しております。

  この変更が、営業利益、経常利益及び税

金等調整前四半期純利益に与える影響は

軽微であります。

  また、セグメント情報に与える影響は軽

微であります。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

税金費用の計算   税金費用については、当第３四半期連結

累計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。なお、法人税等調整額は法人税等に含

めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

＊１  有形固定資産の減価償却累計額は、5,837,441千円で

あります。

＊２　債権流動化による売掛債権譲渡高は、3,070,861千円で

あります。

＊３　当社及び連結子会社においては、効率的な資金調達を

行うため貸出コミットメント契約を締結しておりま

す。

当第３四半期連結会計期間末における貸出コミットメ

ントに係る借入未実行残高等は以下のとおりでありま

す。

貸出コミットメントの総額 28,000,000千円

借入実行残高 5,400,000　

未実行残高 22,600,000　

＊１  有形固定資産の減価償却累計額は、5,084,996千円で

あります。

＊２　債権流動化による売掛債権譲渡高は、3,291,975千円で

あります。

＊３　当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的な

調達を行うため貸出コミットメント契約を締結してお

ります。

当連結会計年度末における貸出コミットメントに係る

借入未実行残高等は以下のとおりであります。

貸出コミットメントの総額 20,000,000千円

借入実行残高 －　

未実行残高 20,000,000　

　

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　

＊１　販売費及び一般管理費の内、主要な費目及び金額は

以下のとおりであります。

　

給与手当 1,640,277千円

役員報酬 523,641

貸倒引当金繰入額 1,468

賞与引当金繰入額 103,516

退職給付費用 18,530

役員退職慰労引当金繰入額 39,182

賃借料 1,045,325

消費税等 2,459,356

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　

＊１　販売費及び一般管理費の内、主要な費目及び金額は

以下のとおりであります。

　

給与手当 543,362千円

役員報酬 174,740

貸倒引当金繰入額 767

賞与引当金繰入額 103,516

退職給付費用 4,739

役員退職慰労引当金繰入額 13,525

賃借料 363,380

消費税等 840,420
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

　

＊１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

現金及び預金勘定 7,834,736千円

預入期間が３ヵ月を超える

定期預金
－
　

現金及び現金同等物 7,834,736　

　

　

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  8,012,000株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  694,996株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 155,254 20.00  平成20年３月31日  平成20年６月27日
利益剰余

金

平成20年10月30日
取締役会

普通株式 146,340 20.00  平成20年９月30日  平成20年12月５日
利益剰余

金

５．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成20年4月30日開催の取締役会決議により、会社法第165条第3項の規定により読み替えて適用され

る同法第156条の規定に基づく自己株式の取得を実施いたしました。この結果、当第３四半期連結累計期間にお

いては、自己株式が1,499百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末における自己株式は2,040百万円となって

おります。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

 　当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
調剤薬局
事業
（千円）

医薬品製
造販売
事業
（千円）

労働者派
遣紹介
事業
（千円）

その他
事業

 （千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
21,378,402 352,153 527,019 15,144 22,272,720 － 22,272,720

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ 757,602 51,963 1,030 810,597 △810,597 －

計 21,378,402 1,109,756 578,983 16,175 23,083,317 △810,597 22,272,720

営業利益又は営業損失

（△）
1,539,633 △204,725 102,447 △278 1,437,078 △573,498 863,579

 　当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
調剤薬局
事業
（千円）

医薬品製
造販売
事業
（千円）

労働者派
遣紹介
事業
（千円）

その他
事業

 （千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する

売上高
61,095,336 935,939 1,405,867 39,707 63,476,850 － 63,476,850

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高

－ 1,904,015 230,197 5,508 2,139,721 △2,139,721 －

計 61,095,336 2,839,955 1,636,064 45,216 65,616,572 △2,139,721 63,476,850

営業利益又は営業損失

（△）
3,766,182 △690,230 311,730 △60,827 3,326,855 △1,776,036 1,550,819

　（注）１．事業区分の表示

　　　　　事業は、当社グループが顧客に対して提供するサービスの類似性に従って区分しております。

２．各区分に属する主要なサービス

事業区分 主要な商品・製品及びサービス

 調剤薬局事業  調剤薬品、一般薬等

 医薬品製造販売事業  ジェネリック医薬品の製造、販売

 労働者派遣紹介事業  労働者の派遣、紹介

 その他事業  医薬品販売業務受託事業（CSO事業）

【所在地別セグメント情報】

　当第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結累計期間において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子

会社及び重要な在外支店が無いため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

　当第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結累計期間において、海外売上高が無いため、該当事項はありま

せん。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,438.62円 １株当たり純資産額 1,601.37円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 31.04円 １株当たり四半期純利益金額 16.82円

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　      ２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 230,077 123,039

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 230,077 123,039

期中平均株式数（株） 7,413,287 7,317,004
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

平成20年10月30日開催の取締役会において、当期中間配当に関して次のとおり決議し、平成20年12月５日、支払ってお

ります。

 (イ) 中間配当による配当金の総額………………………146百万円

 (ロ) １株当たりの金額……………………………………20円00銭
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月10日

日本調剤株式会社

取締役会　御中

　監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 谷合　章　    　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 菊地　徹　  　　印

  当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本調剤株式会

社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２０年１０月１

日から平成２０年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月３１日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

  当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本調剤株式会社及び連結子会社の平成２０年１２月３１日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　      ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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